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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザによって移動可能であるコンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情
報をユーザ機器によって得る段階と、
　前記指示情報に従って、コンテナ中の前記ユーザ機器の表示画面上に表示された表示領
域に対して縮小処理を前記ユーザ機器によって実施する段階とを含み、
　前記コンテナのサイズが前記表示画面のサイズよりも大きく、前記コンテナが、コンポ
ーネントを収容するための、前記表示画面の外側に対応する隠れ領域と前記表示領域とを
含み、
　前記表示画面は前記表示領域が縮小された後に前記隠れ領域を表示する、コンポーネン
ト表示処理方法。
【請求項２】
　前記コンテナの隠れ領域は、第1の表示領域が縮小された後に前記表示画面の未占有領
域に表示される、請求項1に記載のコンポーネント表示処理方法。
【請求項３】
　前記指示情報に従って、前記コンテナ中の前記表示画面上に表示された前記表示領域に
対して縮小処理を実施する前記段階が、
　前記表示領域の全体が縮小された後の前記未占有領域に前記表示画面が前記コンテナの
前記隠れ領域を表示するように、前記指示情報に従って、前記表示領域の全体に対して縮
小処理を実施する段階を含む、請求項2に記載のコンポーネント表示処理方法。
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【請求項４】
　前記指示情報が前記コンポーネントの移動方向情報を含み、
　前記指示情報に従って、前記コンテナ中の前記表示画面上に表示された前記表示領域に
対して縮小処理を実施する前記段階が、
　前記表示領域が縮小された後の前記未占有領域に前記表示画面が前記コンテナの前記隠
れ領域を表示するように、前記指示情報に含まれる前記コンポーネントの前記移動方向情
報に従って、前記コンポーネントの移動方向が向けられる前記表示領域の部分に対して縮
小処理を実施する段階を含む、請求項2に記載のコンポーネント表示処理方法。
【請求項５】
　前記指示情報に従って、前記コンテナ中の前記表示画面上に表示された前記表示領域に
対して縮小処理を実施する前記段階が、
　前記表示領域が縮小された後の前記未占有領域に前記表示画面が前記コンテナの前記隠
れ領域を表示するように、前記指示情報に従って、前記表示領域の任意の部分に対して縮
小処理を実施する段階、または
　前記表示領域が縮小された後の前記未占有領域に前記表示画面が前記コンテナの前記隠
れ領域を表示するように、前記指示情報に従って、前記表示領域のエッジのいずれか1つ
における領域に対して縮小処理を実施する段階を含む、請求項2に記載のコンポーネント
表示処理方法。
【請求項６】
　前記表示領域が縮小された後に前記表示画面が前記コンテナの前記隠れ領域を表示した
後、方法がさらに、
　ユーザから移動指示を受け取る段階と、
　前記移動指示に従って、前記コンポーネントを前記縮小された表示領域から前記表示画
面上に表示された前記隠れ領域に移動する段階とを含む、請求項1から5のいずれか一項に
記載のコンポーネント表示処理方法。
【請求項７】
　前記コンポーネントを前記縮小された表示領域から前記表示画面上に表示された前記隠
れ領域に移動する前記段階が、
　前記縮小された表示領域から、前記縮小された表示領域と前記表示画面上に表示された
前記隠れ領域との間の接合部に前記コンポーネントが移動された後、前記表示画面上に表
示された内容をずらすようにまたは反転するようにして切り替えて、前記隠れ領域を完全
に表示し、それにより前記コンポーネントが前記隠れ領域に移動される段階を含む、請求
項6に記載のコンポーネント表示処理方法。
【請求項８】
　前記指示情報が画面拡張指示を含み、
　前記表示領域が縮小された後の未占有領域に前記表示画面が前記コンテナの前記隠れ領
域を表示した後、方法がさらに、前記画面拡張指示に従って新しい表示領域を前記表示画
面上に表示する段階を含み、前記新しい表示領域が、前記縮小された元の表示領域、およ
び前記表示画面上に表示された前記隠れ領域である、請求項1から7のいずれか一項に記載
のコンポーネント表示処理方法。
【請求項９】
　前記表示領域が縮小された後の未占有領域に前記表示画面が前記コンテナの前記隠れ領
域を表示した後、方法がさらに、
　ユーザからプログラム処理指示を受け取り、前記表示画面上に表示された前記隠れ領域
に表示されたプログラムコンポーネントに対して処理を実施する段階を含む、請求項1か
ら8のいずれか一項に記載のコンポーネント表示処理方法。
【請求項１０】
　ユーザによって移動可能であるコンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情
報を得るように構成された取得モジュールと、
　前記指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対して縮小処
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理を実施するように構成された処理モジュールとを備えるユーザ機器であって、
　前記コンテナのサイズが前記表示画面のサイズよりも大きく、
　前記コンテナが、コンポーネントを収容するための、前記表示画面の外側に対応する隠
れ領域と前記表示領域とを含み、
　前記表示画面は前記表示領域が縮小された後に前記隠れ領域を表示する、ユーザ機器。
【請求項１１】
　前記コンテナの隠れ領域が、第1の表示領域が縮小された後に前記表示画面の未占有領
域に表示されるように、前記処理モジュールが表示領域上で縮小処理を実施する、請求項
10に記載のユーザ機器。
【請求項１２】
　前記処理モジュールが、前記表示領域の全体が縮小された後の未占有領域に前記表示画
面が前記コンテナの前記隠れ領域を表示するように、前記指示情報に従って、前記表示領
域の全体に対して縮小処理を実施する、請求項11に記載のユーザ機器。
【請求項１３】
　前記指示情報が前記コンポーネントの移動方向情報を含み、
　前記処理モジュールが、前記表示領域が縮小された後の未占有領域に前記表示画面が前
記コンテナの前記隠れ領域を表示するように、前記コンポーネントの前記移動方向情報に
従って、前記コンポーネントの移動方向が向けられる前記表示領域の部分に対して縮小処
理を実施する、請求項11に記載のユーザ機器。
【請求項１４】
　前記処理モジュールが、
　ユーザから移動指示を受け取るように構成された第1の受領ユニットと、
　前記移動指示に従って、前記コンポーネントを前記縮小された表示領域から前記表示画
面上に表示された前記隠れ領域に移動するように構成された移動ユニットとを備える、請
求項10から13のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項１５】
　前記処理モジュールがさらに、
　ユーザから画面拡張指示を受け取るように構成された第2の受領ユニットと、
　前記画面拡張指示に従って新しい表示領域を前記表示画面上に表示するように構成され
た拡張ユニットとを備え、前記新しい表示領域が、前記縮小された元の表示領域、および
前記表示画面上に表示された前記隠れ領域である、請求項10から14のいずれか一項に記載
のユーザ機器。
【請求項１６】
　前記処理モジュールがさらに、
　ユーザからプログラム処理指示を受け取るように構成された第3の受領ユニットと、
　前記プログラム処理指示に従って、前記表示画面上に表示された前記隠れ領域に表示さ
れたプログラムコンポーネントに対して処理を実施するように構成されたプログラム処理
ユニットとを備える、請求項10から15のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項１７】
　請求項1から9のいずれかに記載の方法をコンピュータに実行させるプログラムが記録さ
れた、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　表示画面と、
　1つまたは複数のプロセッサと、
　コンピュータ可読記憶媒体と、
　前記コンピュータ可読記憶媒体に記憶され、前記1つまたは複数のプロセッサによって
実行されるように構成されたプログラムとを備えるユーザ機器であって、前記プログラム
が、
　ユーザによって移動可能であるコンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情
報を得るための命令と、
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　前記指示情報に従って、コンテナ中の前記表示画面上に表示された表示領域に対して縮
小処理を実施するための命令とを含み、
　前記コンテナのサイズが前記表示画面のサイズよりも大きく、
　前記コンテナが、コンポーネントを収容するための、前記表示画面の外側に対応する隠
れ領域と前記表示領域とを含み、
　前記表示画面は前記表示領域が縮小された後に前記隠れ領域を表示する、ユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる、2010年1月28日に中国特許
庁に出願した「COMPONENT DISPLAY PROCESSING METHOD AND USER EQUIPMENT」という名称
の中国特許出願第201010104157.0号の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は、通信の分野に関し、より詳細には、コンポーネント表示処理方法およびユー
ザ機器に関する。
【背景技術】
【０００３】
　電子技術の絶え間ない発達に伴い、様々なユーザ機器(User Equipment、略してUE)、例
えばモバイルホンやパーソナルコンピュータ(Personal Computer、略してPC)やプレイス
テーションポータブル(Play Station Portable、略してPSP)が、広く使用されてきた。各
タイプのUEのユーザインタフェース(User Interface)上には、多くのコンポーネント、例
えば様々なアプリケーションプログラムのショートカット、ウィジェット、ファイル、ま
たはPC中のフォルダが配置されることがあるが、これは、ユーザがこれらのコンポーネン
トを使用して、対応する操作、例えばファイルを開くことや対応するアプリケーションプ
ログラムを開始することを実施するのに便利である。
【０００４】
　従来技術では、これらのコンポーネントは、UEのコンテナに収容される。いわゆるコン
テナは、コンポーネントを収容するための領域であり、UEの表示画面上に表示される領域
はコンテナの一部であり、コンテナのコンポーネントの一部が表示画面領域に表示される
。したがって、コンテナのサイズは一般に、UEの表示画面のサイズに合わせられるか、ま
たはUEの表示画面のサイズよりも大きい。よって、コンテナは、表示領域と隠れ領域とに
分けられる場合がある。UEの表示画面上では、コンテナ中の様々なコンポーネントの一部
しか表示することができず、他のコンポーネントは、コンテナの隠れ領域に配置される。
表示領域に表示される必要のあるコンポーネントを編集するために、ユーザは、表示領域
中のコンポーネントを隠れ領域に移動することができ、また、隠れ領域中のコンポーネン
トを表示領域に移動することができる。コンポーネントを移動する方式としては、主に2
つの既存方式がある。一方の方式によれば、ユーザは、タッチ画面上で、タッチ方式を採
用することによってコンポーネントを移動することができ、それによりコンポーネントは
、表示領域上で移動されるか、または表示領域と隠れ領域との間で移動される。他方の方
式によれば、ユーザは、非タッチ画面上で、マウスをクリックするなどの方式を通して、
コンポーネントを表示領域上で移動するか、またはコンポーネントを表示領域と隠れ領域
との間で移動することができる。
【０００５】
　本発明の実施形態を実施する中で、発明者は、従来技術が以下の技術的問題を有するこ
とを見出している。すなわち、ユーザはコンテナの特徴を知らず、したがってコンテナ中
のコンポーネントを適切に操作することができないということである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明の実施形態は、コンポーネント表示処理方法およびユーザ機器を提
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供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施形態は、
　コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る段階と、
　表示領域が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領域を表示するよう
に、指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対して縮小処理
を実施する段階とを含むコンポーネント表示処理方法を提供し、コンテナは、コンポーネ
ントを収容するための表示領域および隠れ領域を含む。
【０００８】
　本発明の一実施形態は、
　コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得るように構成された取得
モジュールと、
　表示領域が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領域を表示するよう
に、指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対して縮小処理
を実施するように構成された処理モジュールとを備えるユーザ機器を提供し、コンテナは
、コンポーネントを収容するための表示領域および隠れ領域を含む。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の実施形態では、ユーザがコンポーネントに対して処理を実施する必要があると
き、画面上の表示領域が動的に縮小されることが可能であり、それにより、コンテナの隠
れ領域が表示画面上に表示される。このようにして、ユーザは、表示領域中および隠れ領
域中のコンポーネントに対して処理を実施できることに気付かされる。したがって、本発
明の実施形態では、コンテナがUEの表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知ってい
るかどうかにかかわらず、ユーザは、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の表示画
面上に表示された表示領域だけでなく、コンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありう
ることに気付くことができ、それにより、ユーザによるコンテナ中の全てのコンポーネン
トに対する操作が容易になる。
【００１０】
　本発明の実施形態による、または従来技術における技術的解決法をより明確に例示する
ために、実施形態または従来技術を記述するのに必要とされる添付の図面を以下に簡単に
紹介する。明らかに、以下の記述における添付図面は、本発明の実施形態のいくつかを示
すに過ぎず、当業者なら創意工夫なしにこれらの添付の図面に従って他の添付図面を得る
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態1のフローチャートである
。
【図２】本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態2のフローチャートである
。
【図３】本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態3のフローチャートである
。
【図４】本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態4のフローチャートである
。
【図５】本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態5のフローチャートである
。
【図６】本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態6のフローチャートである
。
【図７】本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態7のフローチャートである
。
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【図８】本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態8のフローチャートである
。
【図９】本発明によるユーザ機器の実施形態1の概略構造図である。
【図１０】本発明によるユーザ機器の実施形態6の概略構造図である。
【図１１】本発明によるユーザ機器の実施形態7の概略構造図である。
【図１２】本発明によるユーザ機器の実施形態8の概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の目的、技術的解決法、および利点をより理解しやすくするために、添付の図面
を参照しながら、以下に本発明の実施形態による技術的解決法について明確かつ完全に述
べる。明らかに、以下の記述における実施形態は、本発明の実施形態の全てではなく一部
に過ぎない。本発明の実施形態に基づいて創意工夫なしに当業者によって得られる他の全
ての実施形態は、本発明の保護範囲に入るものとする。
【００１３】
　既存のインテリジェントUE中では、コンポーネント移動は極めて一般的な操作である。
コンポーネントが、移動を可能とするモード、例えば編集モードにあるとき、ユーザは、
マウス、カーソル、またはフォーカスシフトをドラッグするなどの方式を通して、コンポ
ーネントを移動することができ、それによりコンポーネントは、UEのコンテナ中の任意の
位置に移動されうる。しかし現在、通常の状況下では、ユーザは、コンテナがUEの表示領
域よりも大きいという特徴を知らず、さらに、操作習慣の影響により、ユーザは、コンポ
ーネントを配置するためにUEの表示画面の表示領域外の隠れ領域も使用できることを知ら
ない。さらに、コンテナが表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているとして
も、ユーザは一般に、コンポーネントを表示画面の周辺部に直接に移動することによって
、コンポーネントをコンテナ中の隠れ領域に移動する目的を達成することができると考え
るが、ユーザがコンポーネントをUEの表示画面の表示領域の周辺部に移動したとき、現在
の表示領域は、数秒間とどまった後にしか隣接の隠れ領域に切り替えることができない。
この結果、コンポーネント移動操作が失敗する。
【００１４】
　この問題を解決するために、本発明の一実施形態は、コンポーネント表示処理方法を提
供する。この方法は、コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る段
階と、表示領域が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領域を表示する
ように、指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対して縮小
処理を実施する段階とを含むことができ、コンテナは、コンポーネントを収容するための
表示領域および隠れ領域を含む。
【００１５】
　本発明の実施形態では、ユーザがコンポーネントに対して処理を実施する必要があると
き、表示画面上の表示領域が動的に縮小されることが可能であり、それにより、コンテナ
の隠れ領域が表示画面上に表示される。このようにして、ユーザは、表示領域中および隠
れ領域中のコンポーネントに対して処理を実施できることに気付かされる。したがって、
本発明の実施形態では、コンテナがUEの表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っ
ているかどうかにかかわらず、ユーザは、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の表
示画面上に表示された表示領域だけでなく、コンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもあ
りうることに気付くことができ、それにより、ユーザによるコンテナ中の全てのコンポー
ネントに対する操作が容易になり、ユーザの操作体験が改善される。
【００１６】
　以下、いくつかの具体的な実施形態に関して、本発明の実施形態の技術的解決法を詳細
に述べる。
【００１７】
　実施形態1
　図1は、本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態1のフローチャートである
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。図1に示すように、この実施形態の方法は以下を含んでよい。
【００１８】
　ステップ101:コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る。
【００１９】
　例えば、この実施形態では、指示情報は、1つまたはいくつかのコンポーネントが選択
状態にあることを示す指示情報であってよく、あるいは、ユーザがUEのボタンをクリック
した後、UEは、このユーザ操作を得て指示情報をトリガする。当業者なら、任意の方式を
採用することにより、1つまたはいくつかのコンポーネントが処理待ち状態にあることを
示す指示情報をUEが得られるようにすることができ、ここでは詳細は繰り返さない。
【００２０】
　コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に配置された1つまたはいくつかのコン
ポーネントを移動することが必要とされるとき、ユーザは、この1つまたはいくつかのコ
ンポーネントの状態が処理可能モードになるようにトリガすることができ、それにより、
この1つまたはいくつかのコンポーネントは処理待ち状態になる。この実施形態では、ユ
ーザは、従来技術における任意の方式を採用することによって、コンポーネントが処理可
能モードになるようにトリガすることができる。例えば、UEがPCである場合、ユーザは、
マウスによってコンポーネントをクリックして、コンポーネントが処理可能モードになる
ようにトリガすることができる。UEがモバイル端末である場合、ユーザは、フォーカスシ
フトモードを採用することによってコンポーネントを選択して、コンポーネントが処理可
能モードになるようにトリガすることができる。明らかに、本発明のこの実施形態は、コ
ンポーネントが処理可能モードになるようにトリガするための前述の方式を含むがこれに
限定されない。
【００２１】
　ユーザが操作を完了すると、UEは、1つまたはいくつかのコンポーネントが処理待ち状
態にあることを示す指示情報を得ることができる。
【００２２】
　ステップ102:表示領域が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領域を
表示するように、指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対
して縮小処理を実施する。
【００２３】
　指示情報を得た後には、UEは、ユーザが1つまたはいくつかのコンポーネントを処理す
る必要があることがわかっており、したがってUEは、コンテナ中の表示画面上に表示され
た表示領域に対して縮小処理を実施することができる。表示画面上に元々表示されていた
表示領域は、縮小処理の後には、表示画面全体の領域の一部を占有するに過ぎず、縮小後
の表示画面の未占有領域を使用してコンテナの隠れ領域を表示することができる。隠れ領
域は画面上に表示され、それによりユーザは、表示された隠れ領域にコンポーネントを移
動できることに気付かされる。
【００２４】
　この実施形態では、UEは、表示用の画面を備えた任意の既存のデバイス、例えばPC、モ
バイル端末、PSP、およびMP4であってよく、コンポーネントは、任意の既存の移動可能な
システムオブジェクト、例えばウィジェット、ショートカット、ファイル、またはフォル
ダであってよいことに留意されたい。明らかに、本発明のこの実施形態では、UEは前述の
デバイスを含むがこれらに限定されず、コンポーネントは前述のシステムオブジェクトを
含むがこれらに限定されない。
【００２５】
　この実施形態では、ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、表示画面上の
表示領域が動的に縮小されることが可能であり、それにより、コンテナの隠れ領域が表示
画面上に表示される。このようにして、ユーザは、表示画面上に表示された隠れ領域にコ
ンポーネントを移動できることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コンテ
ナがUEの表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわらず、
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ユーザは、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域
だけでなく、コンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付くことができ
、それにより、ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネント移動
操作の成功率が向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００２６】
　実施形態2
　図2は、本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態2のフローチャートである
。図2に示すように、この実施形態の方法は以下を含んでよい。
【００２７】
　ステップ201:コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る。
【００２８】
　指示情報は、コンポーネントの移動方向情報を含む。ステップ201の実行プロセスは、
図1に示したステップ101の実行プロセスと同様であり、ここでは詳細は繰り返さない。
【００２９】
　ステップ202:表示領域が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領域を
表示するように、指示情報に含まれるコンポーネントの移動方向情報に従って、コンポー
ネントの移動方向が向けられる表示領域の部分に対して縮小処理を実施する。
【００３０】
　この実施形態では、UEによって得られる指示情報は、コンポーネントの移動方向情報を
含んでよく、コンポーネントの移動方向情報は、ユーザがコンポーネントを移動する向き
の方向であってよい。
【００３１】
　例えば、UEによって得られた指示情報に含まれるコンポーネント移動方向が画面の右側
である場合、UEは、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域の右側に対して縮小処
理を実施することができ、それにより、コンテナの隠れ領域は、表示画面の表示領域の右
側の未占有領域に表示され、このようにしてユーザは、コンテナ中の表示画面の右側に表
示された隠れ領域にコンポーネントを移動できることに気付かされる。UEによって得られ
る指示情報に含まれるコンポーネント移動方向が画面の上側である場合、UEは、コンテナ
中の表示画面上に表示された表示領域の上側に対して縮小処理を実施することができ、そ
れにより、コンテナの隠れ領域は、表示画面の表示領域の上側の未占有領域に表示され、
このようにしてユーザは、コンテナ中の表示画面の上側に表示された隠れ領域にコンポー
ネントを移動できることに気付かされる。
【００３２】
　この実施形態では、コンポーネントの移動方向が向けられる表示領域の部分に対してUE
が縮小処理を実施するとき、移動方向に対応する表示画面の側の部分全体が縮小されても
よく、あるいは、表示画面のこの側の一部のみに対して縮小処理が実施されてもよく、そ
れによりコンテナの隠れ領域を表示できることに留意されたい。明らかに、この実施形態
は、前述の方式を含むがこれに限定されない。
【００３３】
　この実施形態では、ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、ユーザがコン
ポーネントを移動する方向に従って、表示画面上の表示領域が動的に縮小されることが可
能であり、それにより、表示領域が縮小された後の未占有領域にコンテナの隠れ領域が表
示される。このようにして、ユーザは、画面上に表示された隠れ領域にコンポーネントを
移動できることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コンテナがUEの表示領
域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわらず、ユーザは、コン
ポーネントの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域だけでなく、コ
ンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付くことができ、それにより、
ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネント移動操作の成功率が
向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００３４】
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　実施形態3
　図3は、本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態3のフローチャートである
。図3に示すように、この実施形態の方法は以下を含んでよい。
【００３５】
　ステップ301:コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る。
【００３６】
　ステップ301の実行プロセスは、図1に示したステップ101の実行プロセスと同様であり
、ここでは詳細は繰り返さない。
【００３７】
　ステップ302:表示領域が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領域を
表示するように、指示情報に従って、表示領域の任意の部分に対して縮小処理を実施する
。
【００３８】
　この実施形態では、UEは、指示情報を得た後、表示領域の任意の部分に対して縮小処理
を実施することができる。UEは、事前設定済みのポリシに従って、またはランダムに、縮
小処理が実施される表示領域の部分と、この部分で縮小する必要のあるエリアとを決定す
ることができる。したがって、表示画面は、表示領域が縮小された後の未占有領域にコン
テナの隠れ領域を表示することができ、それによりユーザは、コンテナ中の表示画面上に
表示された隠れ領域にコンポーネントを移動できることに気付かされる。
【００３９】
　この実施形態では、ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、表示画面上の
表示領域がランダムに、または事前定義済みのポリシに従って、動的に縮小されることが
可能であり、それにより、表示領域が縮小された後の未占有領域にコンテナの隠れ領域が
表示される。このようにして、ユーザは、コンテナ中の表示画面上に表示された隠れ領域
にコンポーネントを移動できることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コ
ンテナがUEの表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわら
ず、ユーザは、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示された表示
領域だけでなく、コンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付くことが
でき、それにより、ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネント
移動操作の成功率が向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００４０】
　実施形態4
　図4は、本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態4のフローチャートである
。図4に示すように、この実施形態の方法は以下を含んでよい。
【００４１】
　ステップ401:コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る。
【００４２】
　ステップ401の実行プロセスは、図1に示したステップ101の実行プロセスと同様であり
、ここでは詳細は繰り返さない。
【００４３】
　ステップ402:表示領域のエッジのいずれか1つが縮小された後の未占有領域に表示画面
がコンテナの隠れ領域を表示するように、指示情報に従って、表示領域のこのエッジにお
ける領域に対して縮小処理を実施する。
【００４４】
　この実施形態と、図3に示した方法実施形態との違いは、指示情報を得た後でUEがコン
テナの表示領域のエッジのいずれか1つにおける領域に対して縮小処理を実施できること
、例えばコンテナの表示領域の左エッジ、右エッジ、上エッジ、または下エッジに対して
縮小処理を実施できることにあり、それによりユーザは、画面上に表示された隠れ領域に
コンポーネントを移動できることに気付かされる。
【００４５】
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　この実施形態では、ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、UEは、表示画
面上の表示領域のエッジのいずれか1つに対して動的な縮小処理を実施することができ、
それにより、表示領域が縮小された後の未占有領域にコンテナの隠れ領域が表示される。
このようにして、ユーザは、コンテナ中の表示画面上に表示された隠れ領域にコンポーネ
ントを移動できることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コンテナがUEの
表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわらず、ユーザは
、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域だけでな
く、コンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付くことができ、それに
より、ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネント移動操作の成
功率が向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００４６】
　実施形態5
　図5は、本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態5のフローチャートである
。図5に示すように、この実施形態の方法は以下を含んでよい。
【００４７】
　ステップ501:コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る。
【００４８】
　ステップ501の実行プロセスは、図1に示したステップ101の実行プロセスと同様であり
、ここでは詳細は繰り返さない。
【００４９】
　ステップ502:表示領域全体が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領
域を表示するように、指示情報に従って、表示領域全体に対して縮小処理を実施する。
【００５０】
　この実施形態と、図3または図4に示した方法実施形態との違いは、この実施形態では、
コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対して縮小処理が実施されるときに、表
示領域全体が縮小され、それにより、表示領域の全ての周辺領域が未占有となり、コンテ
ナの隠れ領域が表示領域の周辺領域に表示されることである。このようにして、ユーザは
、コンテナ中の表示画面の周辺部に表示された隠れ領域にコンポーネントを移動できるこ
とに気付かされる。
【００５１】
　この実施形態では、ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、UEは、表示画
面上の表示領域全体に対して動的な縮小処理を実施することができ、それにより、表示領
域が縮小された後に占有されていない周辺領域にコンテナの隠れ領域が表示される。この
ようにして、ユーザは、コンテナ中の表示画面上に表示された隠れ領域にコンポーネント
を移動できることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コンテナがUEの表示
領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわらず、ユーザは、コ
ンポーネントの配置場所が、コンテナ中の画面上に表示された表示領域だけでなく、コン
テナ中の表示領域を越えた隠れ領域でもありうることに気付くことができ、それにより、
ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネント移動操作の成功率が
向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００５２】
　実施形態6
　図6は、本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態6のフローチャートである
。図6に示すように、この実施形態の方法は以下を含んでよい。
【００５３】
　ステップ601:コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る。
【００５４】
　ステップ601の実行プロセスは、図1に示したステップ101の実行プロセスと同様であり
、ここでは詳細は繰り返さない。
【００５５】



(11) JP 5928907 B2 2016.6.1

10

20

30

40

50

　ステップ602:表示領域が縮小された後の未占有領域に画面がコンテナの隠れ領域を表示
するように、指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対して
縮小処理を実施する。
【００５６】
　ステップ602の実行プロセスは、図1に示したステップ102の実行プロセスと同様であり
、ここでは詳細は繰り返さない。
【００５７】
　ステップ602の実施方式は、図2～図5に示した実施方式のいずれか1つであってよく、こ
こでは詳細は繰り返さないことに留意されたい。
【００５８】
　ステップ603:ユーザから移動指示を受け取り、移動指示に従って、コンポーネントを、
縮小された表示領域から、表示画面上に表示された隠れ領域に移動する。
【００５９】
　特定の一実施プロセスでは、ステップ603は、2つの方式を採用することによって実施す
ることができる。
【００６０】
　一方の実施方式は、次のとおりとすることができる。コンポーネントが、縮小された表
示領域から、縮小された表示領域と表示画面上に表示された隠れ領域との間の接合部に移
動された後、表示画面上に表示された内容がずらされるようにして切り替わって、隠れ領
域が完全に表示され、それによりコンポーネントは隠れ領域に移動される。
【００６１】
　この実施方式では、コンテナは平面形とすることができる。すなわち、コンテナ中の表
示画面上に表示された表示領域と、表示画面上に表示されていない隠れ領域とは、同じ平
面上にある。したがって、コンポーネントが、縮小された表示領域と表示画面上に表示さ
れた隠れ領域との間の接合部に移動されると、表示画面上に表示された内容がずらされる
ようにして切り替わって、隠れ領域が全表示画面上に完全に表示されてよく、それにより
コンポーネントはコンテナの隠れ領域に移動される。
【００６２】
　他方の実施方式は、次のとおりとすることができる。コンポーネントが、縮小された表
示領域から、縮小された表示領域と表示画面上に表示された隠れ領域との間の接合部に移
動された後、表示画面上に表示された内容が反転するようにして切り替わって、隠れ領域
が完全に表示され、それによりコンポーネントは隠れ領域に移動される。
【００６３】
　この実施方式では、コンテナは3次元形状とすることができる。すなわち、コンテナ中
の表示画面上に表示された表示領域と、表示画面上に表示されていない隠れ領域とは、そ
れぞれコンテナの異なる面に位置する。コンポーネントが、縮小された表示領域と表示画
面上に表示された隠れ領域との間の接合部に移動されると、表示画面上に表示された内容
が反転するようにして切り替わって、隠れ領域が全表示画面上に完全に表示されてよく、
それによりコンポーネントはコンテナの隠れ領域に移動される。
【００６４】
　立方体形状のコンテナを例にとると、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域を
立方体の1つの面とすることができ、立方体の他の5つの面は、表示画面上に表示されてい
ない隠れ領域である。コンポーネントを移動する必要があるとき、コンテナ中の表示画面
上に表示された表示領域全体が縮小されてよく、それにより、コンテナ中の表示領域の面
に隣接する4つの面上の隠れ領域の一部が、表示画面上に表示される。コンポーネントが
、縮小された表示領域と表示画面上に表示された隠れ領域との間の接合部に、例えば右側
の接合部に移動されたとき、表示画面上に表示された内容が反転されてよい。このプロセ
スは、立方体形状のコンテナを押し動かすことに類似し、それにより、隠れ領域の位置す
る5つの面がそれぞれ表示画面上に表示され、コンポーネントはコンテナの隠れ領域に移
動される。
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【００６５】
　この実施方式におけるコンテナは立方体形状に限定されず、当業者なら必要に応じてコ
ンテナを任意の3次元形状に設定できることに留意されたい。
【００６６】
　この実施形態では、ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、UEは、表示画
面上の表示領域に対して動的な縮小処理を実施することができ、それにより、表示領域が
縮小された後の未占有領域にコンテナの隠れ領域が表示される。このようにして、ユーザ
は、コンテナ中の表示画面上に表示された隠れ領域にコンポーネントを移動できることに
気付かされる。さらに、このコンポーネント移動プロセスでは、種々の方式を採用するこ
とによってコンポーネント移動の効果を実現することができる。したがって、この実施形
態では、コンテナがUEの表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうか
にかかわらず、ユーザは、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の画面上に表示され
た表示領域だけでなく、コンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付く
ことができ、それにより、ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポー
ネント移動操作の成功率が向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００６７】
　実施形態7
　図7は、本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態7のフローチャートである
。図7に示すように、この実施形態の方法は以下を含んでよい。
【００６８】
　ステップ701:コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る。
【００６９】
　ステップ701で得られる指示情報は、コンポーネントが処理待ち状態にあること、すな
わちコンポーネントが処理待ちモードにあることを示す。ステップ701の実行プロセスは
、図1に示したステップ101の実行プロセスと同様であり、ここでは詳細は繰り返さない。
【００７０】
　ステップ702:表示領域が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領域を
表示するように、指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対
して縮小処理を実施する。
【００７１】
　ステップ702の実行プロセスは、図1に示したステップ102の実行プロセスと同様であり
、ここでは詳細は繰り返さない。
【００７２】
　ステップ702の実施方式は、図2～図5における実施方式のいずれか1つであってよく、こ
こでは詳細は繰り返さないことに留意されたい。
【００７３】
　ステップ703:ユーザから画面拡張指示を受け取り、画面拡張指示に従って新しい表示領
域を表示画面上に表示する。ここで、新しい表示領域は、縮小された元の表示領域、およ
び表示画面上に表示された隠れ領域である。
【００７４】
　具体的には、表示画面上の表示領域が縮小された後、隠れ領域を見えるようにすること
により、ユーザは、利用可能なコンポーネントが隠れ領域に格納されていることに気付く
ことができる。したがってユーザは、画面拡張指示をUEに送ることができる。画面拡張指
示は、表示画面上に表示された隠れ領域に、隠れていたコンポーネントを表示するよう、
UEに命令するように構成されてよい。よって、UEは、表示領域に元々表示されていたコン
ポーネントと、隠れ領域に元々格納されていたコンポーネントとを表示画面上に表示する
ことができ、それにより、画面拡張を通して、より多くのコンポーネントが、ユーザによ
って使用されるように表示画面上に表示される。例えば、表示画面上の表示領域が縮小さ
れる前、UEは、9つのコンポーネントを表示画面上に表示している場合がある。表示画面
上の表示領域が縮小された後、UEは、見えるようにされた隠れ領域に、さらに3つのコン
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ポーネントを表示することができ、したがって、現在の表示画面上には12個のコンポーネ
ントが表示されているものとすることができる。当業者なら、種々のコンポーネント表示
サイズおよびコンポーネント表示方式を採用することによって必要に応じて、より多くの
コンポーネントを、表示領域が縮小された後で見えるようにされた隠れ領域に表示できる
ことに留意されたい。このことは、ユーザがこれらのコンポーネントに対する操作を実施
するのに好都合であり、それにより、よりよいユーザ体験が達成される。
【００７５】
　実施形態8
　図8は、本発明によるコンポーネント表示処理方法の実施形態8のフローチャートである
。図8に示すように、この実施形態の方法は以下を含んでよい。
【００７６】
　ステップ801:コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得る。
【００７７】
　ステップ801で得られる指示情報は、コンポーネントが処理待ち状態にあること、すな
わちコンポーネントが編集可能モードにあることを示す。ステップ801の実行プロセスは
、図1に示したステップ101の実行プロセスと同様であり、ここでは詳細は繰り返さない。
【００７８】
　ステップ802:表示領域が縮小された後の未占有領域に画面がコンテナの隠れ領域を表示
するように、指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域に対して
縮小処理を実施する。
【００７９】
　ステップ802の実行プロセスは、図1に示したステップ102の実行プロセスと同様であり
、ここでは詳細は繰り返さない。
【００８０】
　ステップ802の実施方式は、図2～図5における実施方式のいずれか1つであってよく、こ
こでは詳細は繰り返さないことに留意されたい。
【００８１】
　ステップ803:ユーザからプログラム処理指示を受け取り、表示画面上に表示された隠れ
領域に表示されたプログラムコンポーネントに対して処理を実施する。
【００８２】
　具体的には、表示画面上の表示領域が縮小された後、隠れ領域を見えるようにすること
により、ユーザは、利用可能なコンポーネントが隠れ領域に格納されていることに気付く
ことができる。したがってユーザは、表示画面上に表示された隠れ領域に表示された、隠
れていたコンポーネントに対して処理を実施するよう、プログラム処理指示をUEに送るこ
とができる。この処理は、プログラムコンポーネントを開く操作や、プログラムコンポー
ネントを削除する操作などを含んでよい。さらに、プログラムコンポーネントのタイプは
、従来技術における任意のタイプ、例えばノートパッドプログラムコンポーネントなどで
あってよい。したがってユーザは、表示領域に元々表示されていたコンポーネントに対し
て処理を実施することができ、また、隠れ領域に元々格納されていたコンポーネントに対
して処理を実施することもできる。このことは、ユーザが隠れ領域に格納されたコンポー
ネントを処理するのに好都合であり、ユーザの操作体験が改善される。
【００８３】
　前述の方法実施形態のステップの全部または一部を、関連するハードウェアに命令する
プログラムによって実施できることは、当業者なら理解するはずである。プログラムは、
コンピュータ可読記憶媒体に記憶することができる。プログラムが実行されると、方法実
施形態のステップが実行される。記憶媒体は、ROM、RAM、磁気ディスク、およびコンパク
トディスク読取専用メモリなど、プログラムコードを記憶できる任意の媒体であってよい
。
【００８４】
　図9は、本発明によるユーザ機器の実施形態1の概略構造図である。図9に示すように、



(14) JP 5928907 B2 2016.6.1

10

20

30

40

50

この実施形態のUEは、取得モジュール11および処理モジュール12を備えてよい。取得モジ
ュール11は、コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報を得るように構成
される。処理モジュール12は、表示領域が縮小された後の未占有領域に表示画面がコンテ
ナの隠れ領域を表示するように、指示情報に従って、コンテナ中の表示画面上に表示され
た表示領域に対して縮小処理を実施するように構成される。コンテナは、コンポーネント
を収容するための表示領域および隠れ領域を含む。
【００８５】
　この実施形態のUEは、表示用の表示画面を備えた任意の既存デバイス、例えばPC、モバ
イル端末、PSP、およびMP4であってよい。この実施形態のUE中では、ユーザがコンポーネ
ントに対して処理を実施する必要があるとき、表示画面上に表示された表示領域が動的に
縮小されることが可能であり、それにより、コンテナの隠れ領域が表示画面上に表示され
る。このようにして、ユーザは、表示領域中および隠れ領域中のコンポーネントを処理で
きることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コンテナがUEの表示領域より
も大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわらず、ユーザは、コンポーネ
ントの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域だけでなく、コンテナ
中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付くことができ、それにより、ユーザ
によるコンテナ中の全てのコンポーネントに対する操作が容易になり、ユーザの操作体験
が改善される。
【００８６】
　指示情報が、コンポーネントが処理待ち状態にあることを示す指示情報であるとき、実
施原理は、図1に示した方法実施形態の実施原理と同様であり、ここでは詳細は繰り返さ
ない。したがって、この実施形態のUEは、コンポーネント移動操作においてユーザにとっ
て好都合とすることができ、それにより、コンポーネント移動操作の成功率が向上し、ユ
ーザの操作体験が改善される。
【００８７】
　本発明によるユーザ機器の実施形態2は、図9に示した概略構造図を採用することができ
る。この実施形態では、処理モジュール12は、表示領域が縮小された後の未占有領域に表
示画面がコンテナの隠れ領域を表示するように、指示情報に含まれるコンポーネントの移
動方向情報に従って、コンポーネントの移動方向が向けられる表示領域の部分に対して縮
小処理を実施するように構成される。
【００８８】
　この実施形態のUEの実施原理は、図2に示した方法実施形態の実施原理と同様であり、
ここでは詳細は繰り返さない。
【００８９】
　ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、この実施形態のUEは、ユーザがコ
ンポーネントを移動する方向に従って、表示画面上の表示領域に対して動的な縮小を実施
することができ、それにより、表示領域が縮小された後の未占有領域にコンテナの隠れ領
域が表示される。このようにして、ユーザは、表示画面上に表示された隠れ領域にコンポ
ーネントを移動できることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コンテナが
UEの表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわらず、ユー
ザは、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域だけ
でなく、コンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付くことができ、そ
れにより、ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネント移動操作
の成功率が向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００９０】
　本発明によるユーザ機器の実施形態3は、図9に示した概略構造図を採用することができ
る。この実施形態では、処理モジュール12は、表示領域が縮小された後の未占有領域に表
示画面がコンテナの隠れ領域を表示するように、指示情報に従って、表示領域の任意の部
分の縮小を実施するように構成される。
【００９１】



(15) JP 5928907 B2 2016.6.1

10

20

30

40

50

　この実施形態のUEの実施原理は、図3に示した方法実施形態の実施原理と同様であり、
ここでは詳細は繰り返さない。
【００９２】
　ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、この実施形態のUEは、表示画面上
の表示領域に対してランダムに、または事前定義済みのポリシに従って、動的な縮小を実
施することができ、それにより、表示領域が縮小された後の未占有領域にコンテナの隠れ
領域が表示される。このようにして、ユーザは、コンテナ中の表示画面上に表示された隠
れ領域にコンポーネントを移動できることに気付かされる。したがって、この実施形態で
は、コンテナがUEの表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにか
かわらず、ユーザは、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の画面上に表示された表
示領域だけでなく、コンテナ中の表示領域を越えた隠れ領域でもありうることに気付くこ
とができ、それにより、ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネ
ント移動操作の成功率が向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００９３】
　本発明によるユーザ機器の実施形態4は、図9に示した概略構造図を採用することができ
る。この実施形態では、処理モジュール12は、表示領域のエッジの1つが縮小された後の
未占有領域に表示画面がコンテナの隠れ領域を表示するように、指示情報に従って、表示
領域のエッジのいずれか1つにおける領域に対して縮小処理を実施するように構成される
。
【００９４】
　この実施形態のUEの実施原理は、図4に示した方法実施形態の実施原理と同様であり、
ここでは詳細は繰り返さない。
【００９５】
　ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、この実施形態のUEは、画面上の表
示領域のエッジのいずれか1つに対して動的な縮小処理を実施することができ、それによ
り、表示領域が縮小された後の未占有領域にコンテナの隠れ領域が表示される。このよう
にして、ユーザは、コンテナ中の表示画面上に表示された隠れ領域にコンポーネントを移
動できることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コンテナがUEの表示領域
よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわらず、ユーザは、コンポ
ーネントの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域だけでなく、コン
テナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付くことができ、それにより、ユ
ーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネント移動操作の成功率が向
上し、ユーザの操作体験が改善される。
【００９６】
　本発明によるユーザ機器の実施形態5は、図7に示した概略構造図を採用することができ
る。この実施形態では、処理モジュール12は、表示領域全体が縮小された後の未占有領域
に表示画面がコンテナの隠れ領域を表示するように、指示情報に従って、表示領域全体に
対して縮小処理を実施するように構成される。
【００９７】
　この実施形態のUEの実施原理は、図5に示した方法実施形態の実施原理と同様であり、
ここでは詳細は繰り返さない。
【００９８】
　ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、この実施形態のUEは、表示画面上
の表示領域全体に対して縮小処理を実施することができ、それにより、表示領域が縮小さ
れた後に占有されていない周辺領域にコンテナの隠れ領域が表示される。このようにして
、ユーザは、コンテナ中の表示画面上に表示された隠れ領域にコンポーネントを移動でき
ることに気付かされる。したがって、この実施形態では、コンテナがUEの表示領域よりも
大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにかかわらず、ユーザは、コンポーネン
トの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示された表示領域だけでなく、コンテナ中
の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付くことができ、それにより、ユーザに
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よるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポーネント移動操作の成功率が向上し、
ユーザの操作体験が改善される。
【００９９】
　図10は、本発明によるユーザ機器の実施形態6の概略構造図である。図10に示すように
、図9に示したUEに基づき、この実施形態のUE中ではさらに、処理モジュール12は、第1の
受領ユニット121および移動ユニット122を備えてよい。第1の受領ユニット121は、ユーザ
から移動指示を受け取るように構成される。移動ユニット122は、移動指示に従って、コ
ンポーネントを、縮小された表示領域から、表示画面上に表示された隠れ領域に移動する
ように構成される。
【０１００】
　具体的な一実施プロセスでは、移動ユニット122は、2つの実施方式を採用することによ
ってコンポーネントの移動を実施することができる。一方の実施方式によれば、コンポー
ネントが、縮小された表示領域から、縮小された表示エリアと表示画面上に表示された隠
れ領域との間の接合部に移動された後、移動ユニット122は、表示画面上に表示された内
容をずらすようにして切り替えて、隠れ領域を完全に表示するように構成され、それによ
りコンポーネントは隠れ領域に移動される。他方の方式によれば、コンポーネントが、縮
小された表示領域から、縮小された表示領域と表示画面上に表示された隠れ領域との間の
接合部に移動された後、移動ユニット122は、表示画面上に表示された内容を反転するよ
うにして切り替えて、隠れ領域を完全に表示するように構成され、それによりコンポーネ
ントは隠れ領域に移動される。
【０１０１】
　この実施形態のUEの実施原理は、図6に示した方法実施形態の実施原理と同様であり、
ここでは詳細は繰り返さない。
【０１０２】
　ユーザがコンポーネントを移動する必要があるとき、この実施形態のUEは、表示画面上
の表示領域に対して動的な縮小処理を実施することができ、それにより、表示領域が縮小
された後の未占有領域にコンテナの隠れ領域が表示される。このようにして、ユーザは、
コンテナ中の表示画面上に表示された隠れ領域にコンポーネントを移動できることに気付
かされる。さらに、このコンポーネント移動プロセスでは、種々の方式を採用することに
よってコンポーネント移動の効果を実現することができる。したがって、この実施形態で
は、コンテナがUEの表示領域よりも大きいという特徴をユーザが知っているかどうかにか
かわらず、ユーザは、コンポーネントの配置場所が、コンテナ中の表示画面上に表示され
た表示領域だけでなく、コンテナ中の表示領域以外の隠れ領域でもありうることに気付く
ことができ、それにより、ユーザによるコンポーネント移動操作が容易になり、コンポー
ネント移動操作の成功率が向上し、ユーザの操作体験が改善される。
【０１０３】
　図11は、本発明によるユーザ機器の実施形態7の概略構造図である。図11に示すように
、図9に示したUEに基づき、この実施形態のUE中ではさらに、処理モジュール12は、第2の
受領ユニット123および拡張ユニット124を備えてよい。第2の受領ユニット123は、ユーザ
から画面拡張指示を受け取るように構成される。拡張ユニット124は、画面拡張指示に従
って新しい表示領域を表示画面上に表示するように構成される。ここで、新しい表示領域
は、縮小された元の表示領域、および表示画面上に表示された隠れ領域である。
【０１０４】
　この実施形態のUEの実施原理は、図7に示した方法実施形態の実施原理と同様であり、
ここでは詳細は繰り返さない。
【０１０５】
　この実施形態のUEは、表示領域に元々表示されていたコンポーネントと、隠れ領域に元
々格納されていたコンポーネントとを表示画面上に表示することができ、それにより、画
面拡張を通して、より多くのコンポーネントが、ユーザによって使用されるように表示画
面上に表示される。このことは、ユーザがこれらのコンポーネントに対する操作を実施す
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【０１０６】
　図12は、本発明によるユーザ機器の実施形態8の概略構造図である。図12に示すように
、図9に示したUEに基づき、この実施形態のUE中ではさらに、処理モジュール12は、第3の
受領ユニット125およびプログラム処理ユニット126を備えてよい。第3の受領ユニット125
は、ユーザからプログラム処理指示を受け取るように構成される。プログラム処理ユニッ
ト126は、表示画面上に表示された隠れ領域に表示されたプログラムコンポーネントに対
して処理を実施するように構成される。
【０１０７】
　この実施形態のUEの実施原理は、図8に示した方法実施形態の実施原理と同様であり、
ここでは詳細は繰り返さない。
【０１０８】
　この実施形態のUE中では、ユーザは、表示領域に元々表示されていたコンポーネントに
対して処理を実施することができ、また、隠れ領域に元々格納されていたコンポーネント
に対して処理を実施することもできる。このことは、ユーザが隠れ領域に格納されたコン
ポーネントを処理するのに好都合であり、ユーザの操作体験が改善される。
【０１０９】
　最後に、以上の各実施形態は、本発明の技術的解決法を記述するために提供するに過ぎ
ず、本発明を限定するものとはしないことに留意されたい。本発明を実施形態に関して詳
細に述べたが、実施形態で述べた技術的解決法に対する修正、または技術的解決法におけ
るいくつかの技術的特徴に対する等価な置換を、そのような修正または置換が本発明の趣
旨および範囲を逸脱しない限り行ってもよいことは、当業者には理解されるはずである。
【符号の説明】
【０１１０】
　　11　取得モジュール
　　12　処理モジュール
　　121　第1の受領ユニット
　　122　移動ユニット
　　123　第2の受領ユニット
　　124　拡張ユニット
　　125　第3の受領ユニット
　　126　プログラム処理ユニット
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